
児童 保護者職員 分析・対策

1
子供は、ふるさと（福重地区、大村市）のよさを知り，大切に思っている。
(ふ）

97% 86% 94%

2 子供は、素直に表現し、進んで学習している。(く) 88% 90% 88%

3 子供は、誰とでも仲良くし、明るく生活している。(し) 93% 96% 100%

4 子供は、元気で最後までやりぬこうとしている。（げ） 94% 94% 95%

広
報 5 学校は、教育方針や子供の様子を知らせている。(ふ） 84% 93% 94%

個
性 6 学校は、子供の特性について理解し、寄り添いながら指導している。(し) 92% 88% 94%

相
談 7 学校は、子供や保護者の質問や相談に丁寧に答えている。(ふ） 83% 90% 100%

8 学校はPTAとや地域の活動と積極的に連携している。(ふ） 92% 98% 100%

9 学校は幼稚園･保育園･中学校と積極的に連携している。(ふ） 90% 87% 88%

10 学校は、子供が安心して学習・生活できる環境づくりをしている。(し) 93% 93% 100%

11 学校は、いじめや不登校の未然防止や問題に適切に対応している。(し) 90% 88% 94%

12 学校は、子供にわかりやすい授業をしている。(く) 98% 91% 94%

13 学校は、子供が家庭学習に取り組むよう指導している。(く) 90% 90% 94%

14
学校は、子供が身に付けたことを学習や生活の場で活用させている。
(く)

88% 93% 81%

15 学校は、子供に言葉遣いや挨拶の指導をしている。(し) 94% 92% 100%

16
学校は、子供の変化やサインを敏感に感じ取り、声掛けをしている。
（げ）

93% 86% 81%

17 学校は、子供が道徳的な言動ができるように指導している。(く) 86% 89% 100%

18 学校は、子供が整理整頓や掃除をするよう指導している。（げ） 92% 92% 94%

19
学校は，子供がきまりやルールを守って生活するよう指導している。
（し）

90% 92% 100%

20 学校は、子供の登下校等安全について指導している。(ふ） 92% 93% 100%

21 学校は、「早寝・早起き・朝ご飯」等生活習慣の指導をしている。（げ） 78% 95% 75%

郷
土 22

学校は、地域のよさ（人材・施設・歴史・文化・産業等）を伝える取組をしている。
（ふ）

95% 98% 94%

会社 23 学校は、ゲーム・スマホ・タブレット等の情報モラルについて指導している。（げ） 84% 91% 83%

○「基本的人権の尊重」の精神の醸成と、「親切な言動」「返事・挨拶」「あとしまつ」など、道徳的実
践意欲と態度の涵養を目指している。しかし、保護者の評価からは,実践意欲と態度の継続にはま
だ努力の余地があることが分かる。言葉遣いや挨拶は家庭と連携し、指導をしていく。

令和4年11月21日

○整理整頓・掃除、規範意識については三者とも評価が高い。
○「早寝・早起き・朝ごはん」については、家庭の取組になるが、三者の数値が上がるよう学校から
も啓発を続ける。
○「地域のよさ」については、生活科、社会科、総合的な学習等授業でも学習する。「地域のよさ」
が伝わる工夫と共に、子どもたちが地域の方々の働きぶりに触れられるよう、更に多くの機会を提
供したい。
〇情報モラルについては児童と教職員の評価が低い。学校からの指導･情報に対して保護者は理
解を示してしているが、児童の意識付けや実践に十分につながっていない。
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　集計結果をお知らせします。皆様からの評価を真摯に受け止め、更に今後の学校教育計画の参考にします。集計結果の表し方として４段階評価で肯定的な評価（３＋４）の割合をのせています。また、記述欄でいただいたご意見も参考に
しながら学校からの分析と対策をお示ししています。今後も、学校、家庭、地域で協力、連携していけるよう取組をしてまいりますのでよろしくお願いします。引き渡し訓練のご意見もありがとうございました。参考にさせていただきます。

○ふるさと（福重地区、大村市）のよさを伝える本校の姿勢は、児童に伝わっている。
○今年度、重点目標である「工夫して学ぶ」（く）は更なる取組の必要性を感じる。
○「しんせつ」(道徳性）で「げんきな」(心身の健康）児童の育成には三者の評価が高く、現在の取
組を年度末まで計画通り進めていきたい。
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○質問や相談の対応は保護者は高評価であるが、児童は改善の余地があるため一人一人の要
望に丁寧に答えていく。また、学校からのお知らせは今後もしっかりと伝えていく。
〇「特性についての理解」は保護者と児童・職員との評価に差がみられる。個々の特性を尊重でき
る学校づくりに今後も努める。

○コロナに対する認識も変わり始め、これから家庭･地域との連携を再び進めたい。また、今月竹
灯籠祭りや秋祭りが計画されており、児童の参加を促した。これらの経験を積み重ね、ふるさとを
愛する子を育てる。

〇安心できる環境については常に危機意識を持ち、早急に課題を把握すると共に、調査、改善し
ていく。

○「わかりやすい授業」は更に高みを目指す。家庭学習の取組を徹底し学力の向上を達成する。
○学習内容の活用に関しては、コロナの状況を見極めながら、150周年記念事業のような特別活
動を仕組み、習得したことを発表する場を設定し、表現力の向上を図る。

令和4年度　学校評価アンケート（前期）

質　問　内　容　(保護者・職員への文言・児童へは類似の簡易な文言）
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